
 

 

「ぼくの大切なもの」                        平戸市立田助小学校 6年 ●野 ●大 

みなさんにとって、今大切なものは何ですか。 ぼくは、友達です。理由は、友達と一緒に遊んでいる時がとても幸せだ

からです。大好きなゲームで盛り上がっている時は特に幸せです。時間はあっという間にすぎてしまいます。時には、けん

かもします。でも、友達だから許せます。今、毎日がとても楽しいです。 

世の中には、『友達なんかいらない。』『友達がいなければ、けんかもないし、もめて悲しい思いをすることもない。』と

いう人もいます。確かにその通りだと思います。相手に合わせる必要もないし、自由にできるからです。でも、それで本当

に幸せなのでしょうか。 

ぼくは、前にこんな経験をしました。学校の帰り道、友達と一緒に帰っていると分かれ道で「暗いからこわい。」と友達

が困った表情で話しかけてきました。だから、「一緒に付いて行ってあげようか。」と言って送っていきました。そしたら、「

ありがとう。」とほっとした様子で言ってくれました。その言葉にぼくは、とてもうれしくなりました。 

また、これはほとんどの人が経験したことがあると思います。算数の難しい問題で頭をひねって悩んでいると、「教えよ

うか。」と友達が声をかけ、詳しく教えてくれました。ぼくは、暗かった気持ちが晴れてすっきりしました。他にも、運動会の

練習終わりに、重たい放送機器を運んでいると、「持とうか。」と声をかけてくれました。友達がいると、一人で出来ないこ

とが出来たり、助けてもらったりすることがあります。そして、友達も自分もとてもいい気持ちになります。 

でも、世の中には『友達なんかいらないと思っている人』や『心では友達がほしいと思っていてもできない人』がいま

す。正直にいうと、ぼくだって友達作りがうまい方ではありません。だから、友達を作る方法について調べてみました。ソク

ラテスのたまごというサイトによると、コツの一つ目として、『席の近い子、グループが一緒の子に声をかける。』コツの２

つ目として、『好きなことや趣味が似ている子に声をかける。』と書いてありました。他にもいろんなコツが載っていました

が、この２つがぼくには共感できました。また、こんなアドバイスもありました。『友達は、たくさんいなくてもいいし、早く友

達を作らないととあせる必要もない。』『必ずうまくいくわけではないから失敗しても気にしなくていい。』 このことから友

達作りには、完ぺきな方法ってないのだなと思いました。ただ、とりあえずやってみる、続けてみることが大切なのだなと

思いました。 ぼくも来年は、中学生になるので、新しい友達づくりにこれを生かしたいです。 最後に、ぼくが思う友達に

ついて詩を作ってみました。聞いてください。 

 

「友達」 

ぼくたちだけの楽しい時間  ワァ、キャー とても大きな笑い声 

時にはけんか すごくすごく 腹が立つ 

でも 時間がたつと なんか なんかさみしくなる 

だから「ごめんね」と言いたくなる  むこうも「ごめんね」と言ってきてくれる 

ぼくはうれしくなる  すごくすごくうれしくなる 

勉強、大きな荷物持ち  一人でできない 

困っていると 「教えようか」 「持とうか」の声 

一人じゃできないこともできてしまうから不思議だ 

友達の君 本当に 本当にありがとう 
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